
質問回答書 

2020年 6月 18日 

「全世界 2020年度テーマ別評価「多角的アプローチによる栄養改善」 」 

 （公示日：2020年 6月 3日／公示番号：20a00115）について、質問と回答は以下の通りです。 

 

【記載内容の訂正のご連絡】 

企画競争説明書「第１ 企画競争の手続きの 3 競走に付する事項（３）適用される契約約款雛形の中で、「見積書において、消費税を加算して積算し

てください」とある一方で、プロポーザルの見積様式の表紙では「プロポーザル提出時は、消費税及び地方消費税は０円としてください」という記載が

ありました。記載内容が統一できておらず申し訳ありません。見積書作成においては、ウェブ掲載の様式を使用しつつ、消費税を加算して積算頂くよ

う宜しくお願い申し上げます。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 15ページ 

脚注 3 

「なお、現地調査補助員の傭上に係る経費

（特殊傭人費）については、第 3章に示す金

額をもって、見積書に計上すること。」 

とありますが、「第 3 章に示す金額」の記載

が見当たりませんので、お教えください。 

現地調査補助員の傭上に係る経費（特殊傭人費）に

つき記載が不足しており失礼致しました。 

以下の費目については、以下２点の定額を別見積り

へ計上願います。 

① 特殊傭人費１（日当・宿泊・交通費含）：900千円 

【内訳】現地調査での定量分析のデータ収集等 

（アフリカ 1か国、60千円×15日） 

② 特殊傭人費 2（日当・宿泊・交通費含）：500千円 

【内訳】現地調査補助 

（5か国分、20千円×25日） 

当該経費は、国外訪問国ならびにミクロ分析国が未

確定で、入札時点でその適切な見積もりが困難である

ことから、定額で入札金額に計上することにより、価格

競争の対象としません。ただし、本経費については、



業務完了時に証拠書類に基づき精算を行います。ま

た、契約期間中に増額が必要となる場合には発注

者、受注者双方で協議し、当該部分について増額の

契約変更を行うことを可とします。 

2 p.15 第 3章 特記仕様書 

３．実施方針および留意事項 

（３）ローカルリソースの活用箇所にあります

脚注 2 には、「現地調査補助員の傭上に係

る経費（特殊傭人費）については、第 3章に

示す定額をもって、見積書に計上すること」

とございますが、定額の記載がございませ

んため、ご教示いただけますでしょうか。 

また、見積書に当該費目を計上する場合、

本見積もしくは別見積のどちらに計上すれ

ばよろしいでしょうか。 

上述の通り。 

3 16ページ 「世界銀行や JICA による類似の分析事

例」のうち、世銀の事例は脚注 7、13に示さ

れているが、JICAの事例とは具体的に何を

指しているでしょうか。 

2019 年 TICAD に向け JICA が実施した調査として、

アフリカ対象とした調査、また日本の戦後の栄養状況

を分析した「戦後日本の栄養状態改善の経験とその

教訓」があります。内容としては、世銀の途上国を対

象としたレポートの方がより広い範囲をカバーしてお

り、本調査とも類似性があることから、プロポーザル作

成段階では主に世銀レポートをご参照ください。契約

締結後に、JICAの上記調査報告書を共有する予定で

す。 

4 16ページ 分析の参考としてあげられている世銀のレ

ポートでは、33カ国を対象としてマイクロデ

ータをプールしたマクロ分析を行っている。

また、タンザニアを事例に 1カ国の詳細分

析を行っている。「本調査ではより多くの対

分析の深さに関しては、世銀の 33 カ国対象に行われ

たレベル感を本テーマ別評価での多変量解析のマク

ロ分析にて、そして世銀の個別事例分析（タンザニア）

のレベル感を本テーマ別評価の多変量解析のミクロ

分析にて、行うことを想定しています。 



象数(10～20カ国程度を想定)を扱う」とあ

る。これは、タンザニアのような個別の事例

分析を 10～20カ国で行うことを想定してい

るのでしょうか。それとも、「より多くの」とい

う記述と矛盾しますが世銀が 33カ国で行っ

たようなマクロの分析（国家間比較）を 10～

20カ国で行うということでしょうか。 

なお、内容については、栄養分野におけるマルチセク

ターの取り組みとそのインパクトを純粋に分析した世

銀レポートに比べ、本テーマ別評価では、その前提と

して、マルチセクターを取り組む際にどのような社会的

経済状況が影響するか（政策、地域の社会的条件と

マルチセクターの取り組み実施の関係等）などを明

らかにすべく、特記仕様書の通り、「社会経済状況」

を加味することで、社会経済的因子の明確化を目指

したいと考えています。 

「より多くの」という記載は、JICA が実施した調査にお

いて必ずしもそれ程の数の分析が行えていないという

意図であり、当該世銀レポートに関しては「より多くの」

という数の言及は当てはまらず、記載ぶりの誤記につ

いて訂正させて頂きます。 

 

以 上 

 


